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天災などの不可避の災害、改造等本来の使用を逸脱した使用、お客様の不注意によって生じた故障や
事故に関しましては弊社は責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

本商品は一般家庭に限って開発された商品です。一般家庭での目的用途以外の使用や業務用としての
使用はおやめください。誤った使用、目的用途以外の使用は保証の対象外となりますので、あらかじめ
ご了承ください。

本製品は一般家庭用です

ここに示した注意事項は、危害や損害を未然に防止するための重要な内容ですので、必ずお守りください。

図記号説明

警 告

注 意

誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷に結びつく可能性があるもの。

誤った取扱いをしたときに、軽傷または家屋・家財などの損害に結びつくもの。

安全上のご注意

●電源コードや電源プラグが傷んだり、コンセントの差込みがゆるいときは使用しないでください。感
　電・ショート・発火の原因となります。
●電源コードを束ねて使用する、無理に曲げる、捻じる、引っ張る、傷をつける、加工する、重いものを
　載せる、挟みこむ等をしないでください。火災や感電の原因となります。
●本体を水につけたり、水をかけたりしないでください。ショートや感電の原因となります。
●乳幼児が電源プラグを誤ってなめないようにしてください。感電やけがの原因となります。
●プラグ差込み口に水をかけたり、汚したりしないでください。感電やショートの原因となります。
●すき間からピンや針金などの異物を入れないでください。感電やショートの原因となります。
●子供だけで使わせたり、幼児の手の届くところで使用しないでください。けが・やけど・感電の原因と
　なります。
●本体や電源プラグ・コードの異常発熱、発煙、異音、焦げ臭、本体の破損、コードの傷等の異常が確認
　された場合は直ちに使用を中止して電源プラグを抜いてください。火災や感電の原因となります。
●炊飯中に絶対にふたを開けたり、移動したりしないでください。やけどの原因となります。
●蒸気口に顔や手を近づけないでください。特に乳幼児には十分ご注意ください。やけどの原因となり
　ます。

●電源プラグのほこりは定期的に取り除いてください。ホコリがたまると火災や感電の原因となり
　ます。
●電源プラグはコンセントの奥まで確実に差し込んでください。感電・ショート・発煙・発火の原因
　となります。
●電源は交流100V、定格15A 以上のコンセントを単独で使 用してください。定格を超えると発熱
　による火災の原因となります。

警 告

●濡れた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電・やけど・けがの原因となります。

一般的な禁止 必ず行う 電源プラグを抜くぬれ手禁止 分解禁止
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注 意

●専用の内釜以外を使用しないでください。又、内釜をガスコンロ等やオーブン、電子レンジ等で使用
　しないでください。火災や機器故障の原因となります。
●本 製品は家 庭 用です。業 務用などの用途で 使 用しないでください。火 災や機 器 故障の原因と 
　なります。
●水のかかるところや、火気の近くでは使用しないでください。火災や感電の原因となります。
●不安定な場所や、熱に弱いテーブルや敷物の上で使用しないでください。火災や熱による変形・変色
　の原因となります。
●床の上で使用しないでください。特に塩ビ製のクッションフロアーは熱に弱く、変色や変形の原因と
　なります。
●壁や家具の近くでは使用しないでください。蒸気による熱で傷み・変色・変形の原因となります。
　（※壁や家具から30㎝以上離してご使用ください。）
●専用の電源コード以外を使用したり、電源コードを他の機器に転用したりしないでください。ショー
　ト・発火・感電の原因となります。
●使用中や使用直後は高温部に触れないでください。やけどの原因となります。
●落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。機器故障や破損の原因となります。

●お手入れは本体が冷えてから行ってください。やけどの原因となります。

●電源プラグを抜くときは、コードを持たずに必ず電源プラグをもって引き抜いてください。ショート・
　火災・感電の原因となります。
●本体差込みプラグを抜くときは、コードを持たずに必ず本体差込みプラグをもって引き抜いてくださ
　い。ショート・火災・感電の原因となります。
●長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。火災や感電の原因とな
　ります。

●お手入れや点検、移動をする際は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。感電やけがの原
　因となります。

●絶対に分解したり、修理・改造したりしないでください。火災・感電・けがの原因となります。不具合の
　場合は使用を中止し当社カスタマーセンターまでご連絡ください。
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各部の名称

持ち手

操作パネル

開閉ボタン

内蓋

釜底センサー

温度センサー

ヒーター

本体

脚

ふた

プラグ差込口

蒸気口

●初めて使用するときや長期間保管していたときは、内釜や内ぶたを洗浄して十分に乾かしてください。
●定期的に清掃を行ってください。汚れたままで使用しますと故障の原因となります。
●ご飯粒など異物を付着させたまま使用しないでください。故障の原因となります。
●炊飯中に本体にふきん等をかけたり、ものを置いたりしないでください。変形や変色の原因となります。
●内釜の破損・コーティングの割れ・剥がれを防ぐため、以下のことを守ってください。

 ●使用に伴い、内釜が変色することがありますが、性能や衛生上問題はありません。

 ・ 内釜の中で酢を使用しない（酢飯など）。
 ・ 金属製のへらやスプーン等を使用しない。
 ・ お手入れに硬いたわしやスポンジを使用しない。
 ・ 食器等の硬いものを入れない。   
 ・ 食器洗浄機に入れない。

 ・ 内釜を落としたり、衝撃を加えたりしない。
 ・ 内釜が熱いうちに水を入れて急冷しない。
 ・ 空焚きしない。
 ・ 白米・無洗米以外を保温しない。
 ・ 調味料を使用したときはすぐに洗う。 

使用上の注意

ふたを開けた状態本体正面

本体背面
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ボタンの操作
本体の操作ボタンはタッチセンサー式です。ボタンを指全体でしっかりと触れてください。触れる面
積が小さいと、反応しないことがあります。

ご使用の前に必ずご確認ください

保温／キャンセルボタン
保温の停止と再保温、
炊飯の中断に使用します。

「時」ボタン
予 約 時 間（時）の設 定を
します。（押すたびに1時
間増えます。）

使用方法

※CUPの水位線1目盛は付属の計量カップすり切り1杯の米に対する水量です。
※本機の最大水量は1.0Lです。
※米の種類や生産時期によって水量を微調整してください。

スタートボタン
メニューを 決 めて 調 理 を
開始します。

表示部
炊き上 がり・予 約・保 温の
各時間を表示します

メニューランプ
設定したメニューを
お知らせします。

「分」ボタン
予約時間（分）の設定を
します。（押すたびに5分
増えます。）

予約ボタン
タイマー予 約の
設定をします。

メニューボタン
9 種 類 のメニュー
を選びます。

内釜 蒸しザル 計量カップ しゃもじ 電源プラグ

本体差し込みプラグ

電源コード

付属品

操作パネル
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メニュー選択

メニュー

1～3カップ

1～3カップ

0. 5 ～1カップ

1～3カップ

1～2カップ

適 量

適 量

適 量

1カップ

分 量

適 量

適 量

適 量

内 釜 CUP 水位 線 1-3

内 釜 CUP 水位 線 1-3

蒸しザル水位 線

L 水位 線 0. 5 -1

内 釜 CUP 水位 線 1-3

内 釜 CUP 水位 線 1-2

水 量

約 3 5分 ～45分

約 3 5分

約 3 0 分 ～4 0 分

1～4 時 間
（ 調 節 可能 ）

約1時 間

10 分 ～1 2 時 間
（ 調 節 可能 ）

約1時 間

約 45分

3 0 分 ～1時 間

炊 飯 / 調 理 時 間

1時 間 ～24 時 間

1時 間 ～24 時 間

1時 間 ～24 時 間

1時 間 ～24 時 間

1時 間 ～24 時 間

不 可

不 可

不 可

不 可

予 定 時 間

白 米

玄 米

発 酵

炊 き 込 み

ケ ー キ

再 加 熱

煮 込 み / お か ゆ

早 炊 き

糖 質 オ フ

1   |   付属の計量カップで米の量を測ります。
白米モードの最小炊飯量は付属のカップ1杯（約1合）、最大炊飯量は付属のカップ3杯（約3合）です。
付属の計量カップは、すり切り一杯で約1合（約150g）です。　
※料理用の計量カップや軽量米びつでは、誤差が出ることがあります。

2   |   洗米します。（別容器で洗米してください。）
たっぷりの水で手早く洗います。2～3回 繰り返し洗ってから、最後にたっぷりの水ですすぎ、水を切っ
てください。　
※内釜で洗米しないでください。内釜の表面にキズが付き、コーティングが剥がれる恐れがあります。
※お湯（35℃以上）で洗ったり、水加減をしないでください。うまく炊けない原因となります。
※強い力で洗米しないでください。米が砕けたり、内釜が変形したりする場合があります。

3   |   洗った米と水を内釜に入れます。
内釜を水平に置き、内釜の目盛に合わせて水加減をします。　
※傾いた場所で行うと誤差が生じて炊き上がりに影響します。
※水を目盛りより多く入れると柔らかく、少なく入れると固く炊き上がります。お好みに合わせて水量を調節して
　ください。

4   |   内釜を本体にセットしてふたを閉めます。
①内釜を傾きがないように本体に正しく確実にセットします。
②ふたを閉めます。「カチッ」と音がするまで確実に閉めてください。

5   |   電源プラグをコンセントに差し込みます。
①電源コードの本体差込みプラグを本体のプラグ差込口にしっかりと差し込みます。

白 米 モ ード



7

②電源プラグをコンセントにしっかりと差し込みます。すると、“ピッ”という電子音とともに一瞬パネルの全
　て機能表示が光ります。
③画面に〈－－－－〉と表示され、「メニュー」が点滅します。【この状態をスタンバイモードとします】　
　※スタンバイモード中の光を消すことはできません。

家庭用のコンセントへ
AC100V 50/60Hz

「メニュー」を押すごとにメニューが移動します。 「スタート」を押します。炊飯をスタート後に中断する
ときは、「保温／取消」を長押ししてください。

①

6   |   炊飯を開始します。
①「メニュー」をタッチして「白米」を選択します。
②「スタート」を押します。
③炊飯開始すると表示部のLEDの外周が回り始めます。同時に「白米」が点灯に変わります。炊き上がる
　10分前になると、液晶に残り時間〈0：10〉と表示され、カウントダウンが始まります。

【スタンバイモード】

7   |   炊き上がったご飯を付属のしゃもじでほぐします。
①炊き上がると“ピッ”と4回電子音が鳴り、自動的に保温に切り替わります。
②「保温／取消」が点灯すると同時に、保温経過時間が表示されます。
③保温を停止する場合は「保温／取消」ボタンを長押ししてください。　
※ほぐさないと、ご飯が固まったり、べたついたりします。
※ふたを開けたときに露がこぼれた場合はふきん等でふき取ってください。

保温時間は24時間可能ですが、長時間の保温
はご飯が乾燥して劣化するためお勧めできま
せん。炊飯後にしばらく食べないときは、ラッ
プで包んで冷蔵・冷凍保存をしてください。

②
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1   |   付属の計量カップで米の量を測ります。
糖質オフモードの最大炊飯量は付属のカップ1杯（約1合）です。
付属の計量カップは、すり切り一杯で約1合（約150g）です。
※料理用の計量カップや軽量米びつでは、誤差が出ることがあります。

2   |   洗米します。（別容器で洗米してください。）
たっぷりの水で手早く洗います。2～3回 繰り返し洗ってから、最後にたっぷりの水ですすぎ、水を切っ
てください。
※内釜で洗米しないでください。内釜の表面にキズが付き、コーティングが剥がれる恐れがあります。
※お湯（35℃以上）で洗ったり、水加減をしないでください。うまく炊けない原因となります。
※強い力で洗米しないでください。米が砕けたり、内釜が変形したりする場合があります。

3   |   洗った米と水を蒸しザルをセットした内釜に入れます。
内釜を水平に置き、蒸しザルの「－1－」の目盛に合わせて水加減

をします。
※傾いた場所で行うと誤差が生じて炊き上がりに影響します。
※糖質オフモードでは通常の炊飯より柔らかめの炊き上がりに
　なります。お好みで水加減を調節してください。

4   |   内釜を本体にセットしてふたを閉めます。
①内釜を傾きがないように本体に正しく確実にセットします。
②ふたを閉めます。「カチッ」と音がするまで確実に閉めてください。

5   |   電源プラグをコンセントに差し込みます。
①電源コードの本体差込みプラグを本体のプラグ差込口にしっかりと差し込みます。
②電源プラグをコンセントにしっかりと差し込みます。すると、“ピッ”という電子音とともに一瞬パネル全て
　の機能表示が光ります。
③画面に〈－－－－〉と表示され、「メニュー」が点滅します。【この状態をスタンバイモードとします】
　※スタンバイモード中の光を消すことはできません。

6   |   炊飯を開始します。
①「メニュー」をタッチして「糖質オフ」を選択します。
②「スタート」を押します。
③炊飯開始すると表示部のLEDの外周が回り始めます。同時に「糖質オフ」が点灯に変わります。炊き上が
　る10分前になると、液晶に残り時間〈0：10〉と表示され、カウントダウンが始まります。

7   |   炊き上がり。
①炊き上がると“ピッ”と4回電子音が鳴り、自動的に保温に切り替わります。
②「保温／取消」が点灯すると同時に、保温経過時間が表示されます。
③保温を停止する場合は「保温／取消」ボタンを長押ししてください。
※糖質オフで炊いたご飯は柔らかいため、炊飯後にかき回さずにお召し上がりください。
※内釜に糖質の一部が排出された水が溜まりますので、炊飯後は捨ててください。

糖 質 オフモ ード

内釜

蒸しザル
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1 ～ 5   |   「白米モード」を参照ください。

6   |   炊飯を開始します。
①「メニュー」をタッチして「早炊き」を選択します。
②「スタート」を押します。
③炊飯開始すると表示部のLEDの外周が回り始めます。同時に「早炊き」が点灯に変わります。炊き上が　
　る5分前になると、液晶に残り時間〈0：05〉と表示され、カウントダウンが始まります。

7   |   炊き上がったごはんを付属のしゃもじでほぐします。
①炊き上がると“ピッ”と4回電子音が鳴り、自動的に保温に切り替わります。
②「保温／取消」が点灯すると同時に、保温経過時間が表示されます。
③保温を停止する場合は「保温／取消」ボタンを長押ししてください。
※早炊きモードで炊飯できるのは白米のみです。
※早炊きモードでは通常の炊飯より固めの炊き上がりになります。お好みで水加減を調節してください。

早 炊きモ ード

■ ７倍粥の炊き方

1   |   付属の計量カップで米の量を測ります。
煮込み／お粥モードの最小炊飯量は付属のカップ0.5杯（約0.5合）最大炊飯量は付属のカップ1杯（約1合）
です。付属の計量カップは、すり切り一杯で約1合（約150g）です。
※料理用の計量カップや軽量米びつでは、誤差が出ることがあります。

2   |   洗米します。（別容器で洗米してください。）
たっぷりの水で手早く洗います。2～3回 繰り返し洗ってから、最後にたっぷりの水ですすぎ、水を切っ
てください。
※内釜で洗米しないでください。内釜の表面にキズが付き、コーティングが剥がれる恐れがあります。
※お湯（35℃以上）で洗ったり、水加減をしないでください。うまく炊けない原因となります。
※強い力で洗米しないでください。米が砕けたり、内釜が変形したりする場合があります。

3   |   洗った米と水を内釜に入れます。
白米0.5カップに対してL水位線0.5、1カップに対してL水位線1.0の目盛に合わせて水加減します。
※傾いた場所で行うと誤差が生じて炊き上がりに影響します。
※全粥の場合は白米の量の5倍の量の水を目安に水加減してください。
※７倍粥以上の水量で炊く場合は吹きこぼれないように全体の量を加減してください。

4 ～ 5   |   「白米モード」を参照ください。

6   |   炊飯を開始します。
①「メニュー」をタッチして「煮込み／お粥」を選択します。

煮 込 み／お 粥 モ ード
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7   |   炊き上がり。
①炊き上がると“ピッ”と4回電子音が鳴り、自動的に保温に切り替わります。
②「保温／取消」が点灯すると同時に、保温経過時間が表示されます。
③保温を停止する場合は「保温／取消」ボタンを長押ししてください。

■ カレー、シチューの作り方

1   |   材料の下ごしらえをします。
適量の具材をお好みの大きさに切り、サラダ油もしくはバターでさっと炒めます。

2   |   具材と水を内釜に入れます。
内釜に炒めた具 材と水4 0 0 ㎖～50 0 ㎖を入れて、4皿分の固形ルーを具 材の上に乗せます。
※お好みで水の量を調整してください。シチューの場合は水を減らして適量の牛乳を加えてください。

3   |   「白米モード」の4 ～ 5を参照ください。

4   |   調理を開始します。
①「メニュー」をタッチして「煮込み／お粥」を選択します。
②「スタート」を押します。
③調理を開始すると「煮込み／お粥」が点灯し、液晶に調理完了までの残り時間が表示され、カウントダウ
　ンを開始します。
※調理時間の初期値は1時間、5分刻みで1～4時間で設定が可能です。

4   |   調理完了。
①調理完了すると“ピッ”と4回電子音が鳴り、自動的に保温に切り替わります。
②「保温／取消」が点灯すると同時に、保温経過時間が表示されます。
③保温を停止する場合は「保温／取消」ボタンを長押ししてください。
※調理完了後に、全体をよくかき混ぜてください。
※カレー等の臭いが強い物を調理しますと、内釜や炊飯器に臭いが残り、白米等を炊いた際にごはんに臭いが移
　る場合があります。
※調理物を長時間炊飯器内で保存しないでください。内釜のコーティングを傷める恐れがあります。

②「スタート」を押します。
③炊飯を開始すると「煮込み／お粥」が点灯し、液晶に炊飯完了までの残り時間が表示され、カウントダウ
　ンを開始します。
※調理時間の初期値は1時間、5分刻みで1～4時間で設定が可能です。

❶ メニューボタンを押して「煮込み／お粥」を
　 選択します。
❷ 表示部のLEDに〈1：00〉と表示されます。
❸ 「時」ボタン、「分」ボタンを押し、調理時間
 　を調節します。「時」ボタンを1回押すと1時間、
　 「分」ボタンを1回押すと5分刻みで時間が進みます。
 　最大4時間まで設定できます。
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1 ～ 5   |   「白米モード」を参照ください。

6   |   炊飯を開始します。
①「メニュー」をタッチして「玄米」を選択します。
②「スタート」を押します。
③炊飯開始すると表示部のLEDの外周が回り始めます。同時に「玄米」が点灯に変わります。液晶に炊飯完
　了までの残り時間が表示されます。

7   |   炊き上がったご飯を付属のしゃもじでほぐします。
①炊き上がると“ピッ”と4回電子音が鳴り、自動的に保温に切り替わります。
②「保温／取消」が点灯すると同時に、保温経過時間が表示されます。
③保温を停止する場合は「保温／取消」ボタンを長押ししてください。
※玄米は炊飯前に2時間以上水に浸してください。浸水が不十分ですと炊き上がりが固くなります。
※玄米の品種によって、水加減や炊き方が違います。詳しくは玄米のパッケージをご確認ください。

■ 自家製ヨーグルトの作り方

1   |   内釜に材料を投入します。
内釜に牛乳を入れ、種となるプレーンヨーグルトを加えます。牛乳の量に対して1割くらいの量のプレーンヨ
ーグルトを投入してかき混ぜてください。
※使用する牛乳は成分無調整乳を使用してください。
※ヨーグルトを作れる最大量は１リットルです。

2   |   「白米モード」の4 ～ 5を参照ください。

3   |   発酵を開始します。
①「メニュー」をタッチして「発酵」を選択します。
②発酵時間を設定します。ヨーグルトの場合は8時間で設定します。

③「スタート」を押します。
④発酵を開始すると「発酵」が点灯し、液晶に発酵完了までの残り時間が表示され、カウントダウンを開始します。

❶ メニューボタンを押して「発酵」を
　 選択します。
❷ 表示部のLEDに〈0：40〉と表示されます。
❸「時」ボタン、「分」ボタンを押し、調理時間
 　を調節します。「時」ボタンを1回押すと1時間、
　 「分」ボタンを1回押すと5分刻みで時間が進みます。
 　最大12時間まで設定できます。

玄 米 モ ード

発 酵 モ ード
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4   |   調理完了。
①調理が完了すると“ピッ”と4回電子音が鳴りスタンバイモードになります。
②内釜から出来上がったヨーグルトを取り出して、別容器で保存してください。
※ヨーグルトを長時間炊飯器内で保存しないでください。内釜のコーティングを傷める恐れがあります。
※出来上がったヨーグルトはすぐに冷蔵庫に保存し、お早目にお召し上がりください。

■ 簡単五目ごはんの作り方

1   |   付属の計量カップで米の量を測ります。
炊き込みモードの最小炊飯量は付属のカップ1杯（約1合）、最大炊飯量は付属のカップ3杯（約2合）です。

付属の計量カップは、すり切り一杯で約1合（約150g）です。
※料理用の計量カップや軽量米びつでは、誤差が出ることがあります。

2   |   洗米します。（別容器で洗米してください。）
たっぷりの水で手早く洗います。2～3回 繰り返し洗ってから、最後にたっぷりの水ですすぎ、水を切っ
てください。
※内釜で洗米しないでください。内釜の表面にキズが付き、コーティングが剥がれる恐れがあります。
※お湯（35℃以上）で洗ったり、水加減をしないでください。うまく炊けない原因となります。
※強い力で洗米しないでください。米が砕けたり、内釜が変形したりする場合があります。

3   |   具材の下ごしらえをします。
適量のごぼう、ニンジン等の野菜、鶏肉、油揚げ等の具材をお好みの大きさで切ります。

4   |   洗った米と具材を内釜に入れます。
①内釜を水平に置き、内釜の目盛に合わせて水加減をします。
②濃縮めんつゆ（3倍濃縮）を大さじ2杯加えて、具材を米の上に乗せます。
※傾いた場所で行うと誤差が生じて炊き上がりに影響します。
※水を目盛りより多く入れると柔らかく、少なく入れると固く炊き上がります。お好みに合わせて水量を調節してく
　ださい。
※調味料が多いとごはんに焦げが生じる場合があります。

5   |   「白米モード」の4 ～ 5を参照ください。

6   |   炊飯を開始します。
①「メニュー」をタッチして「炊き込み」を選択します。
②「スタート」を押します。
③炊飯開始すると表示部のLEDの外周が回り始めます。同時に「炊き込み」が点灯に変わります。液晶に炊
　飯完了までの残り時間が表示されます。

7   |   炊き上がったごはんを付属のしゃもじでほぐします。
①炊き上がると“ピッ”と4回電子音が鳴り、自動的に保温に切り替わります。
②「保温／取消」が点灯すると同時に、保温経過時間が表示されます。

炊き 込 み モ ード
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③保温を停止する場合は「保温／取消」ボタンを長押ししてください。
※ほぐさないと、ごはんが固まったり、べたついたりします。
※調理物を長時間炊飯器内で保存しないでください。内釜のコーティングを傷める恐れがあります。

■ 簡単スポンジケーキの作り方

1   |   材料を準備します。
ホットケーキミックス150gと卵1個、牛乳100㎖をボールに入れて混ぜ合わせます。

2   |   内釜に材料を投入します。
内釜に薄くサラダ油を塗り、混ぜ合わせた材料を内釜に入れます。
※お好みでドライフルーツやナッツを加えても美味しくお作りいただけます。

3   |   「白米モード」の4 ～ 5を参照ください。

4   |   調理を開始します。
①「メニュー」をタッチして「ケーキ」を選択します。
②「スタート」を押します。
③調理を開始すると「ケーキ」が点灯し、液晶に調理完了までの残り時間が表示され、カウントダウンを開
　始します。

7   |   調理完了。
①調理が完了すると“ピッ”と4回電子音が鳴り、自動的に保温に切り替わります。
②「保温／取消」ボタンを長押しして保温を停止してください。
③しばらくして粗熱をが取れてから、ケーキを内釜から取り出してください。
※ケーキを取り出す際に本体の熱い部分に触れてヤケドをしないようご注意ください。
※調理物を長時間炊飯器内で保存しないでください。内釜のコーティングを傷める恐れがあります。

ケー キ モ ード

■ 本モードでは一度冷めてしまったご飯を温め直すことができます。

1   |   内釜にご飯を投入します。
冷めたご飯を内釜に入れます。再加熱できる最大量はご飯約660g（2合分）です。

2   |   適量の水を加えます。
ご飯330g（茶碗 2杯分程 度）に対して約30 ㎖の水を加えます。
※加える水が多いとご飯が柔らかくなります。お好みで水の量を加減してください。

3   |   「白米モード」の4 ～ 5を参照ください。

再 加 熱 モ ード
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4   |   再加熱を開始します。
①「メニュー」をタッチして「再加熱」を選択します。
②加熱時間を設定します「分」ボタンを1回押すと5分進みます。
③「スタート」を押します。
④再加熱を開始すると「再加熱」が点灯し、液晶に調理完了までの残り時間が表示され、カウントダウンを
　開始します。
※加熱時間の初期値は30分、5分刻みで30分～1時間で調節が可能です。

5   |   再加熱したご飯を付属のしゃもじでほぐします。
①炊き上がると“ピッ”と4回電子音が鳴り、自動的に保温に切り替わります。 
②「保温／取消」が点灯すると同時に、保温経過時間が表示されます。
③保温を停止する場合は「保温／取消」ボタンを長押ししてください。
※ほぐさないと、ごはんが固まったり、べたついたりします。

●炊飯終了後は自動的に保温になります。炊き上がったらすぐにご飯をほぐしてください。

●保温中は「保温／取消」ボタンが点灯し、保温経過時間（24時間まで）を表示部に表示します。  

●保温をやめる場合は「保温／取消」ボタンを長押ししてください。保温が終わるとスタンバイモードにな

　ります。

保 温 機 能

ご 注 意
●長時間（6時間以上）保温せず、早めにお召し上がりください。長時間保温するとご飯の味が落ち

　たり、傷んだりする恐れがあります。
●保温中は内蓋パッキンから露が落ちて、ご飯の一部が水っぽくなることがあります。炊飯後は内蓋
　パッキン付近についている水気をキッチンペーパー等でふき取ってください（※やけどにご注意く
　ださい。）
● 保 温をやめた後に、炊 飯 器にご飯を入れたまま放置しないでください。腐敗や臭いの原 因と
　なります。
●しゃもじを内釜に入れて保温しないでください。
●保 温 終了後に再保 温しないでください。本 機の再加 熱モードを使 用するか、電子レンジ 等で
　加熱してください。
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ご 注 意
●現在時刻の設定はできません。（炊き上がり

　時間をご自身で計算して設定する必要があ
　ります）
●予約炊飯は24時間まで設定できますが、なる
　べく12時間以内（夏場は8時間以内）の設定
　をしてください。長時間の設定は腐敗の原因
　となります。

〔設定例〕
白米炊飯／12：00現在／18：00に炊飯完了の条件
の場合、6時間後に設定します。

①「メニュー」をタッチして「白米」を選択します。
②「予約」をタッチします。
③「時」と「分」をタッチして〈6：00〉に設定します。
④「スタート」を押します。
⑤ 設定完了すると、「白米」が点灯に変わります。　
※「時」は1時間、「分」は5分刻みで切り替わります。
※「早炊き」「発酵」「ケーキ」「再加熱」モードでは予
　 約炊飯機能は使用できません。
※「煮込み／おかゆ」モードは調理時間を設定してから
　 予約設定を行ってください。

予 約 炊 飯 設 定 方 法（ 炊 飯 完 了 時 間 ）

お手入れ方法

本体          

固くしぼったふきん等で水拭きしてください。汚れがひどい時は薄めた台所用洗剤を含ませた柔らかい布で
ふいたあと、洗剤が残らないように、固くしぼったふきん等で水拭きしてください。   　
※本体を丸洗いしないでください。

しゃもじ・計量カップ
台所用洗剤（中性）で洗ってから良く乾かしてください。       

ご 注 意
●お手入れの際は、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。感電やケガの原因となります。
●本体が熱い状態でお手入れを行わないでください。やけどの恐れがあります。
●スプーンや食器等の固いものを内釜の中に入れないでください。コーティングの割れ、剥がれの原
　因となります。
●シンナー・ベンジン・みがき粉・漂白剤・たわし等を使用しないでください。製品破損の原因となります。

② ①

③③

④
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内釜
台所用洗剤（中性）で洗ってから良く乾かしてください。調味料使用した場合はすぐに洗ってください。 　
※カレー等の臭いが強いものを調理した場合は臭いが残る場合があります。

内蓋
内蓋を以下の手順で取り外して、台所用洗剤（中性）で洗ってください。

内 蓋 の 外し方

内蓋とふたの隙間に指を入れ 、手前に引きます。
ある程 度外れたら両側をもって取り外します。

内 蓋 の 付 け 方

内蓋の下部を差込み、上部を両手でしっかり押し込
みます。

においが気になるとき
①内釜と内蓋をセットし、内釜に熱湯を7～8分目入れて2～3時間保温状態を維持します。
②内釜と内蓋を台所用洗剤（中性）で洗ってから十分に水ですすいでください。
③風通しの良い場所で本体と各部をよく乾燥させてください。　
※熱湯を使用しますので、やけどには十分ご注意ください。

内 蓋 の 向 き

上下裏表の向きが合っているかご確認ください。

※このパッキンを目印にすると
　取り付けしやすいです。
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故障かなと思ったら

症　状 ご 確 認いただくところ 処　置

使用中に異常だと感じた時は下記の点をご確認ください。それでも改善しない場合はすぐに使用を中止
し、カスタマーセンター（ナビダイアル：0570-039-777）までご連絡ください。

炊飯が開始
されない

予約した時間に
炊き上がらない

ご飯が
カピカピになる

ご飯が柔らかい
または、

おかゆのように
なる

ご飯が固い
または、

芯が残る

●電源プラグがコンセントに差し込
　まれていない。
●本体に電源コードがしっかり差し
　込まれていない。
●電源プラグにほこりが付着してる。

●予 約ボタンのランプが点 灯して
　いない。

●6時間以上保温している。

●炊飯後に露を拭き取っていない。
●米に対する水量が多い。
●新米を使っている。

●米に対する水分量が少ない。
●古米を使っている。
●途中で炊飯が停止している。

●電源プラグをコンセントに差し込
　んでください。
●電源コードの接点を確認して差し
　直してください。
●電源プラグとコードに付着したほ
　こりを拭き取って指し直してくだ
　さい。

●再セットしてください。
※「予約炊飯設定方法」参照

●6時間以上保温するときは、冷蔵・
　冷凍保存をしてください。
※「保温機能について」参照

●炊飯後、内蓋に付着している水分
　をしっかり拭き取ってください。
●水量を少し減らしてください。
●新米は水分量が多いので、水量を
　少し減らしてください。

●水量を少し多めにしてください。
●古米では水分量が少ないので多め
　に水を入れるか、炊 飯前に水にし
　ばらく浸してください。
●本体側の電源コードを差し直して
　ください。　

※上記の確認をしても、症状が改善されなかった場合は、カスタマーセンターまでご連絡ください。
※お客様自身での改造、加工は危険ですので絶対に行わないでください。
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E1

以下のエラーコードが表示された場合は、使用を停止し弊社カスタマーセンターに連絡し、表示された
エラーコードをお知らせください。

エラー表 示について

エラーコード 発 生 条 件

E2

E3

E4

E5

底部センサーがショート

底部センサーが遮断

上部センサーがショート

上部センサーが遮断

底部や上部の異常加熱による故障

製品仕 様

品 名

品 番

定 格

消 費 電 力

製 品 質 量（ 約 ）

コ ー ド 長 さ（ 約 ）

外 形 寸 法（ 約 ）

最 大 炊 飯 量（ 白 米 ）

炊 飯 方 式

内 釜

メ ニ ュ ー

予 約

保 温

製 造 国

糖質オフ 炊飯器3合炊き

jsr01

AC100V 50/60Hz

340W

1.7㎏

1.2m（全体長さ）

幅210mm×奥行205mm×高さ212mm

3合

マイコン式

アルミ、セラミックコーティング

白米、糖質オフ、早炊き、煮込み/お粥、玄米、発酵、炊き込み、ケーキ、再加熱

1時間～24時間（5分刻み）

24時間

中国
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●お手入れ後、お買い上げ時の包装箱に入れるか、ポリ袋をかぶせて、湿気の少ないところに保管してくだ
　さい。
●ほこりやチリがかからないようにしてください。
●収納するときは、必ずコンセントから電源プラグを抜いてください。  
●傾けたり、横に倒した状態で保管しないでください。故障の原因となります。
●直射日光や高温多湿を避け、湿気の少ない場所に保管してください。
●廃棄するときは、お住まいの自治体の規定に従って処分してください。地球環境保護のため、不法投棄
　は絶対にしないでください。

保管について

MEMO



※この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無償交換をお約束するものです。従ってこの保証書に
　よってお客様の法律上の権利を制限するものではありません。保証期間経過等についてご不明の場合は取扱説
　明書に記載の当社カスタマーセンターまでお問い合わせください。

無償交換規定

保　証　書

炊 飯器はこまめに点検してください

上記の異常が見受けられた場合は、故障や事故防止のため速やかに使用を中止し
当社カスタマーセンターにお問い合わせください。

□ 製品の動作中に異常な音がする　□ 本体が異常に熱くなる・焦げ臭いにおいがする
□ その他の顕著な異常、故障、動作不良など

このような症状は
ありませんか？

品　番 jsr01糖質オフ 炊飯器3合炊き品　名

販売店
（ 住所・店名 ）

保証期間

お買い上げ日

ご住所

お名前 お電話番号

1. 取扱説明書に従った正常な使用で故障した場合は、無償交換いたします。
2. 保証期間内に故障し、無償交換を受ける場合には、お買い上げの販売店にレシート等の購買の証明と
　 なるものと本書を併せてご提示ください。
3. 保証期間中でも、次の場合は保証の対象外となります。
　（イ）使用上の誤りや、不当な改造や修理による故障、損傷。
　（ロ）お買い上げ後の取扱過誤、落下及び輸送上の故障、損傷。
　（ハ）火災、地震、水害、落雷、その他天災地災、公害や異常電圧による故障、損傷。
　（ニ）接続する他の機器の異常によって生じた故障、損傷。
　（ホ）一般家庭用以外（業務使用、車両や船舶への搭載）で使用した場合の故障、損傷。
　（ヘ）樹脂表面（フッ素樹脂加工も含む）及びメッキの摩耗や打痕による損傷。
　（ト）本書のご提示無き場合。
　（チ）本書にお買い上げ日、お客様名、販売店名の記載のない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。
　（リ）転売品及び中古品（オークション購入等を含む）。
4. 本書は日本国内においてのみ有効です。 （ This warranty is valid only in Japan. ）
5. 本書の再発行はいたしません。大切に保管していつでも取り出せるようにしてください。

お買い上げ日より　1年間　（ 消耗品及び付属品は除く ）

広島県広島市中区富士見町16-22 ロアール富士見町101   FAX  082-236-1298　営業時間  10：00～18：00

販売元：モダンデコ株式会社 0570-039-777


